
て
行
か
れ
て
は
た
ま
ら
な
い
か
ら
で
す
。

食
事
は
主
と
し
て
ポ
ミ
ー
の
粉
末
と
高
粱
の
粉
末
を
混
ぜ
て

糊
状
の
物
を
固
く
し
た
物
と
フ
レ
ー
ブ
を
常
食
と
し
て
、
米
は

一
年
に
一
回
く
ら
い
で
砕
け
た
米
だ
け
で
し
た
。
生
ニ
シ
ン
の

味
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

電
気
、
水
道
、
ガ
ス
、
新
聞
等
も
な
く
、
在
ソ
中
は
一
般
の

ロ
シ
ア
人
と
接
触
す
る
機
会
も
な
く
、
従
っ
て
残
念
な
が
ら
話

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

砂
漠
の
中
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
　 

石
川
県
　
安
本
千
秋
　 

私
は
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
奥
能
登
の
輪
島
に
生

ま
れ
た
。
父
は
医
者
と
神
主
が
兼
業
と
い
う
変
わ
り
種
で
、
私

も
幼
時
か
ら
祝
詞
を
口
ず
さ
ん
だ
り
、
笛
を
吹
い
て
い
た
。

輪
島
中
学
か
ら
東
洋
大
学
に
入
り
、
神
道
の
研
修
も
受
け
て

神
職
の
資
格
を
得
て
帰
郷
し
た
。
親
戚
の
安
本
家
を
継
い
で
門

前
町
の
諸
岡
比
古
神
社
を
主
に
、
兼
務
神
社
三
十
一
社
の
宮
司

と
な
っ
た
が
、
社
は
ど
こ
も
か
し
こ
も
荒
れ
て
い
た
。
折
か
ら

日
中
戦
争
、
大
東
亜
戦
争
と
な
っ
て
、
出
征
兵
士
の
武
運
長
久

の
祈
願
は
引
き
も
切
ら
ず
、
参
詣
者
も
足
し
げ
く
な
っ
て
、
社

殿
の
修
復
、
鳥
居
、
石
灯
籠
な
ど
も
復
旧
す
る
こ
と
が
で
き

た
。昭
和
十
八
年
の
暮
れ
、
遂
に
私
に
も
召
集
が
来
て
、
出
征
し

た
先
は
北
支
の
邯
鄲
。
訓
練
も
そ
こ
そ
こ
に
北
支
の
討
伐
作
戦

に
参
加
、
独
立
旅
団
の
助
っ
人
大
隊
と
し
て
東
奔
西
走
し
た
。

終
戦
は
満
州
の
公
主
嶺
の
山
中
。
ソ
連
軍
の
指
揮
下
に
入
っ
て

黒
河
か
ら
ブ
ラ
ゴ
エ
に
。
満
州
か
ら
略
奪
さ
れ
た
物
資
の
山
、

そ
の
運
搬
と
貨
車
積
み
に
こ
き
使
わ
れ
た
後
、
貨
車
に
詰
め
込

ま
れ
て
西
へ
西
へ
と
約
一
カ
月
の
旅
。
着
い
た
所
は
世
界
一
の

大
湖
と
い
わ
れ
る
カ
ス
ピ
海
に
臨
ん
だ
ク
ラ
ス
ノ
ボ
ド
ス
ク
と

い
う
砂
漠
の
中
の
街
で
あ
っ
た
。
酷
寒
の
ブ
ラ
ゴ
エ
と
は
正
反

対
の
酷
暑
の
地
で
の
抑
留
生
活
。
住
ま
い
は
地
下
壕
の
中
の
多

段
式
ベ
ッ
ド
に
押
し
合
っ
て
南
京
虫
に
攻
め
ら
れ
た
。

労
働
の
内
容
は
、
後
で
わ
か
っ
た
の
だ
が
、
砂
漠
の
中
の
オ

イ
ル
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
で
、
こ
の
小
さ
な
ト
ル
ク
メ
ン

共
和
国
は
、
対
岸
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
と
と
も
に



〝
オ
イ
ル
ブ
ー
ム
〟
に
湧
き
上
が
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
仕
事
は

建
材
に
使
う
石
の
割
り
出
し
で
、
山
か
ら
掘
り
出
し
た
巨
石
を

石
斧
で
直
方
体
に
切
る
力
仕
事
。
ノ
ル
マ
は
一
日
に
百
個
だ
っ

た
。
カ
ス
ピ
海
の
水
は
塩
分
が
あ
っ
て
飲
め
ず
、
遠
く
の
オ
ア

シ
ス
か
ら
鉄
道
で
運
ん
で
来
る
。
の
ど
が
乾
い
て
夜
中
に
水
を

盗
み
に
行
っ
て
は
看
視
兵
に
何
度
追
い
か
け
ら
れ
た
こ
と
か
。

夏
は
酷
暑
華
氏
百
度
、
冬
は
零
下
三
十
度
、
文
字
通
り
無
味

乾
燥
の
砂
漠
地
帯
で
、
出
稼
ぎ
の
ウ
ズ
ベ
ッ
ク
人
、
カ
ザ
フ
人

ら
と
働
い
て
丸
三
年
、
二
十
三
年
十
月
に
舞
鶴
に
帰
還
し
た

が
、
上
陸
と
同
時
に
入
院
し
て
一
カ
月
。
見
舞
い
に
来
た
家
内

の
話
で
留
守
宅
の
状
況
を
聞
い
て
一
安
心
し
た
も
の
の
、
病
状

は
良
く
な
ら
ず
金
沢
の
国
立
病
院
に
ま
た
入
院
一
カ
年
、
腐
■

し
た
腎
臓
の
片
方
を
摘
出
、
睾
丸
も
片
方
抜
か
れ
、
そ
の
後
ま

た
腎
臓
結
石
で
苦
し
む
な
ど
傷
痍
軍
人
と
な
っ
た
が
、
近
年
よ

う
や
く
健
康
を
回
復
し
て
神
明
奉
仕
の
日
々
を
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

肝
心
の
家
内
が
と
う
と
う
昭
和
五
十
一
年
に
脳
血
栓
で
倒

れ
、
私
が
看
護
に
当
た
る
役
割
交
代
と
な
っ
た
が
、
私
の
八
年

余
の
留
守
中
は
も
と
よ
り
、
六
人
の
子
供
を
抱
え
て
一
家
を
守

り
通
し
て
く
れ
た
妻
の
愛
情
と
執
念
は
何
度
頭
を
下
げ
て
も
下

げ
足
り
な
い
。
繁
忙
の
傍
ら
、
地
区
の
民
生
委
員
を
三
十
年
以

上
も
務
め
て
く
れ
た
が
、
昭
和
六
十
年
遂
に
そ
の
生
涯
の
幕
を

閉
じ
た
。
〝
母
は
強
し
〟
の
言
葉
を
つ
く
づ
く
想
う
の
で
あ
る
。

私
の
信
念
と
す
る
言
葉
は
、
神
は
人
の
敬
に
よ
っ
て
威
を
ま

し
、
人
は
神
の
徳
に
よ
っ
て
運
を
添
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
残
り
少
な
い
人
生
を
悔
い
の
な
い
よ
う
に
一
日
一
日
を
大

切
に
、
神
明
奉
仕
の
精
神
を
忘
れ
ず
に
暮
ら
し
て
ゆ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

抑
留
生
活
中
で
の
一
こ
ま
　 

石
川
県
　
松
本
忠
男
　 

昭
和
十
六
年
十
二
月
地
元
高
等
工
業
学
校
を
繰
り
上
げ
卒
業

し
、
民
間
企
業
に
就
職
も
つ
か
の
間
、
翌
年
二
月
一
日
、
現
役

兵
と
し
て
東
部
第
四
九
部
隊
（
歩
兵
第
七
聯
隊
留
守
隊
）
に
入

隊
。
幸
い
に
技
術
部
幹
部
候
補
生
に
合
格
し
、
幹
候
教
育
修
了

後
赴
任
し
た
の
が
東
京
府
中
町
（
当
時
）
に
あ
っ
た
陸
軍
燃
料




